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御
殿
場
口
は
、
数
あ
る
登
山
道

の
中
で
も
一
番
厳
し
い
コ
ー
ス
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
は
初
心
者
向
き
の
コ
ー
ス
で
す
。

　
新
五
合
目
の
標
高
は
、
ほ
か
の

登
山
道
に
比
べ
て
低
く
、
し
っ
か

り
体
を
慣
ら
し
て
か
ら
登
れ
ば
、

高
山
病
に
な
ら
ず
に
登
れ
ま
す
。

登
山
計
画
を
一
泊
二
日
に
し
て
時

間
の
余
裕
を
持
ち
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
楽
し
く
登
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
時
間
が
あ
る
な
ら

断
然
御
殿
場
口
で
す
よ
！

　
昨
年
の
富
士
山
の
世
界
遺
産
登

録
は
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
地
点
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
登
山
客
が
増
加

す
る
中
、
ど
の
よ
う
に
富
士
山
の

環
境
を
守
っ
て
い
く
の
か
が
課
題

で
す
。
登
山
客
の
サ
ポ
ー
ト
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
富
士
山
の
環
境

を
守
る
手
助
け
も
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
豪
快
な
大
砂
走
り
と
、
プ
リ
ン

ス
ル
ー
ト
の
あ
る
御
殿
場
口
。
ぜ

ひ
一
度
、
御
殿
場
口
か
ら
富
士
登

山
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

御
殿
場
市

御
殿
場
口
登
山
道

君
は
駆
け
た
か
？
あ
の
大
砂
走
り
を
！

御殿場口山
さん

内
ない

組合長
福島　邦

くに

彦
ひこ

さん

裾
野
市

須
山
口
登
山
道

　

須
山
口
登
山
道
は
、
須

山
浅
間
神
社
を
起
点
と
し

て
、
山
頂
部
の
駒こ
ま

ケが

岳た
け

に

至
っ
た
登
山
道
で
す
。
起

源
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
遅
く
と
も
室
町
時

代
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

1
8
0
0
年
の
ご
縁
年
に

は
5
3
9
8
人
の
登
山
者

を
集
め
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
っ
て
、

須
山
口
登
山
道
の
二
合
八

勺し
ゃ
くに
合
流
す
る
御
殿
場
口

登
山
道
が
で
き
、
東
海
道

線
（
現
在
の
御
殿
場
線
）

が
開
通
す
る
と
、
須
山
口

登
山
道
の
利
用
者
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
1
9
1

2
年
に
は
、
登
山
道
の
一

部
が
陸
軍
演
習
場
に
な
り
、

通
行
自
体
が
困
難
に
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
8
年
に
須
山
口
登
山
歩
道
保
存
会
が
発
足
し
、
翌
年
か
ら
平
成
11
年
に

か
け
て
、
須
山
浅
間
神
社
か
ら
水
ヶ
塚
公
園
、
御ご

殿て
ん

庭に
わ

を
通
り
、
富
士
宮
口
六

合
目
に
至
る
須
山
口
登
山
歩
道
と
、
か
つ
て
の
須
山
口
を
利
用
し
た
須
山
口
下

山
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
水
ヶ
塚
公
園
か
ら
40
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に

あ
る
須
山
御お

胎た
い

内な
い

は
、
須
山
口
登
山
道
の
一
合
目
に
当
た
り
、
か
つ
て
は
登
山

者
を
調
べ
た
須
山
口
の
役
場
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
裾
野
市
生
涯
学
習
課
　
☎
0
5
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9
9
2
）3
8
0
0

▲須山御胎内（旧須山口登山道一合目）

所
要
時
間
／
登
り
▼
約
8
時
間
、
下
り
▼
約
4
時
間

山
小
屋
の
数
／
5
軒

一
歩
で
3
メ
ー
ト
ル
！
大
砂
走
り

　

御
殿
場
ル
ー
ト
下
山
道
の
七
合
目
か
ら
太
郎
坊
ま
で
は
、
厚
い
火
山
礫れ
き

に
覆

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
歩
で
3
メ
ー
ト
ル
余
り
も
進
み
、
ま
る
で
飛
ぶ
よ
う
に
下

る
こ
と
が
で
き
る
大
砂
走
り
は
、
ほ
か
の
登
山
道
で
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
。
御

殿
場
市
全
景
を
は
じ
め
、
箱
根
連
山
、
駿
河
湾
、
そ
し
て
宝
永
火
口
を
一
望
し

て
一
気
に
下
る
気
分
は
本
当
に
爽
快
で
す
。
こ
れ
は
、
御
殿
場
ル
ー
ト
か
ら
の

下
山
だ
け
で
味
わ
え
る
ご
褒
美
で
す
。

皇
太
子
殿
下
の
御ご

足そ
く

跡せ
き

を
心
に
刻
む
「
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ト
」

　

平
成
20
年
、皇
太
子
殿
下
が
富
士
山
に
初
登
頂
さ
れ
た
と
き
の
ル
ー
ト
で
す
。

富
士
宮
口
か
ら
登
り
始
め
、
新
六
合
目
で
富
士
宮
口
と
分
か
れ
、
御
殿
場
口
の

六
合
目
か
ら
頂
上
へ
向
か
わ
れ
ま
し
た
。
登
頂
後
は
、
お
鉢
め
ぐ
り
、
そ
し
て

御
殿
場
口
下
山
道
の
豪
快
な
大
砂
走
り
を

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

高
い
位
置
か
ら
登
り
始
め
る
こ
と
が
で

き
、
大
砂
走
り
で
楽
々
下
山
…
御
殿
場
口

の
新
し
い
楽
し
み
方
の
一
つ
で
す
。

ア
ク
セ
ス
／

鉄
道
・
バ
ス

　

Ｊ
Ｒ
御
殿
場
駅
か
ら
登
山
バ
ス
（
路
線

バ
ス
）

車
　

御
殿
場
口
新
五
合
目
ま
で
、「
富
士
山

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」（
無
料
）

駐
車
場
／
御
殿
場
口
新
五
合
目
に
5
0
0
台

※
御
殿
場
口
で
は
マ
イ
カ
ー
規
制
を
実
施

　

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
市
商
工
観
光
課
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こ
と
し
の
富
士
山
の
開
山
期
間
は
、
7
月
10
日
〜
9
月
10
日
で
す
。
開
山
期

間
以
外
は
山
小
屋
が
閉
じ
て
い
る
の
で
、
仮
眠
や
休
憩
が
で
き
ま
せ
ん
。
安
全

の
た
め
、
開
山
期
間
内
に
登
山
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
開
山
期
間
内
は
協
力
金
の
支
払
い
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
協
力
金
は

1
0
0
0
円
（
任
意
）
で
す
。
支
払
わ
れ
た
協
力
金
は
、
富
士
山
保
全
の
た
め

に
使
用
し
ま
す
。

　

弾
丸
登
山
を
行
う
と
、
急
な
気
圧
の
変
化
で
体
調
を
崩
す
な
ど
し
て
、
登
頂

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
登
山
経
験
が
少
な
い
人
は
、
な
お
さ
ら
ペ
ー
ス

配
分
や
体
調
管
理
が
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。余
裕
の
あ
る
登
山
計
画
を
立
て
、

途
中
の
山
小
屋
で
仮
眠
す
る
な
ど
し
て
、
急
が
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
登
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
登
る
場
合
は
、
途
中
で
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
た
め
、
い
ざ
辛
い
状
況
に
陥
っ
た
と
き
に
は
打
つ
手
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
な
る
べ
く
2
人
以
上
で
登
山
し
ま
し
ょ
う
。

　

富
士
宮
口
と
須
走
口
の
五
合
目
駐
車
場
付
近
で
は
、
夏
期
の
登
山
シ
ー
ズ
ン

に
登
山
客
や
観
光
客
が
集
中
し
、交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

渋
滞
を
緩
和
し
て
、
富
士
山
へ
の
来
訪
者
の
安
全
と
快
適
性
の
確
保
、
富
士
山

の
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
、
マ
イ
カ
ー
規
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
富
士

宮
口
は
63
日
間
、
須
走
口
は
40
日
間
で
す
。
規
制
中
は
各
登
山
道
ま
で
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
14
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
須
走
口
は
自
然
が
多
く
残
っ
て

い
て
、
緑
地
帯
や
低
木
、
砂
地
な

ど
の
変
化
に
富
ん
だ
登
山
道
で
す
。

　
登
山
者
は
、
ゆ
っ
く
り
と
登
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
年
齢
層
の
高

い
個
人
客
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、

旅
行
な
ど
に
比
べ
費
用
が
抑
え
ら

れ
る
た
め
か
、
家
族
連
れ
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
観
光
登
山
化
し
た

た
め
、
軽
装
で
薄
着
の
登
山
者
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
行

程
が
お
く
れ
て
暗
く
な
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
必
ず
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

と
上
下
が
分
か
れ
た
雨
具
を
携
行

し
て
く
だ
さ
い
（
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
簡
易
な
雨
具
は
溶
岩
石
で
破
れ

や
す
い
た
め
不
可
）。

　
週
末
や
お
盆
の
時
期
を
中
心
に

山
小
屋
は
混
雑
し
ま
す
が
、
シ
ー

ズ
ン
に
入
っ
て
も
予
約
し
や
す
い

平
日
に
来
て
い
た
だ
き
、
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
、
安
全
に
登
山
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
町

須
走
口
登
山
道

自
然
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
歩
け
る
樹
林
帯

富士山須走口山内組合長
菅沼　茂

しげ

明
あき

さん

登
山
マ
ナ
ー
を
守
り
、

　
み
ん
な
で
気
持
ち
よ
い
登
山
を

開
山
期
間
は
7
月
10
日
〜
9
月
10
日

計
画
を
立
て
て
登
山
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

開
山
期
間
中
は
マ
イ
カ
ー
規
制
を
実
施

所
要
時
間
／
登
り
▼
約
5
時
間
、
下
り
▼
約
2
時
間
40
分

山
小
屋
の
数
／
13
軒

ご
来
光
や
影
富
士
が
見
や
す
い
須
走
口
登
山
道

　

標
高
の
高
い
位
置
ま
で
広
が
る
樹
林
帯
に
よ
り
、
登
山
中
の
日
差
し
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

樹
林
帯
を
抜
け
る
と
、
ど
こ
か
ら
で
も
、
ご
来
光
や
影
富
士
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
火
山
砂
利
の
下
山
道
を
一
直
線
に
下
る
「
砂
走
り
」
が
あ
り
ま
す
。

　

登
山
道
と
下
山
道
が
別
で
、
本
八
合
目
か
ら
山
頂
ま
で
の
区
間
は
、
山
梨
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
吉
田
ル
ー
ト
と
合
流
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
、
混
雑
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
ま
た
、
樹
林
帯
で
は
見
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
が
利
か
な
い
た
め
、
夜
間
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濃
霧
時
は
道
に
迷
わ
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
セ
ス
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
走
口
五
合
目
ま
で
、
Ｊ
R

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
殿
場
駅
な
ど
か
ら
登
山
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
線
バ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
走
口
五
合
目
駐
車
場
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
高
速
道
路
東
富
士
五
湖
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路
の
須
走
Ｉ
Ｃ
、
ま
た
は
東
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
殿
場
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
1
3
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号
を
経
て
「
ふ
じ
あ
ざ
み
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
町
商
工
観
光
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